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「ＹＮＵプロジェクトＧ」始動！ 
－ 理工学府（仮称）の設置及び環境情報学府の組織改編を申請しました － 

Press Release 
平成２９年４月２４日 

横浜国立大学（学長：長谷部勇一）では、２１世紀のグローバル新時代に求められる広い専門性を

持った実践的人材を育成する取り組みを一層充実させるため、５０年ぶりの新設学部となる「都市科

学部」の設置をはじめ、既存の全４学部においても組織改編を行い、本年４月から新たな学部教育を

スタートさせました（ＹＮＵプロジェクト）。 
この度、ＹＮＵプロジェクトの第 2 弾として本学大学院の教育改革を計画（ＹＮＵプロジェクトＧ）

し、理工学府（仮称）の設置及び環境情報学府の組織改編を文部科学省に申請（設置計画書の提出）

しました。これにより平成３０年度から理工学府（仮称）及び環境情報学府において社会のニーズに

即した新たな教育プログラムを実施し、多様な業界で新しい価値の創造や技術革新を導くことのでき

る付加価値の高い人材の育成に取り組んでいきます。 

■ＹＮＵプロジェクトＧ（大学院教育改革）の概要■ 

 ●基本方針 

2018 年（平成 30 年）4 月に向け工学府及び環境情報学府の大学院組織改編を行い、理工学部及び都市科学

部で育成する人材の受け皿となる体制を構築するとともに、第三次産業を含む多様な業界で新しい価値の創

造や技術革新を導く付加価値の高い人材育成機能を強化する。 
この取り組みを「ＹＮＵプロジェクトＧ（YNU Project for Graduate Schools ）」と位置付け大学院教育改

革を強力に推進する。 
  

●大学院組織改編の内容とその効果   

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 
 

（別紙もご参照ください） 
 

※ 理工学府（仮称）の設置及び環境情報学府の組織改編は予定であり、変更する場合がありま

す。（今後、文部科学省大学設置・学校法人審議会の審査結果通知を受けて確定します。） 

 
本件に関するお問い合わせ先 
横浜国立大学理工学系大学院等事務部 
【理工学府（仮称）について】  

電話：045-339-3802（理工学系総務担当） 
【環境情報学府について】   

電話：045-339-4421（環境情報総務担当） 

工学府を改編し、機械・材料・海洋系工学専攻、化学・生命系理工学専攻、数物・電子情

報系理工学専攻（※専攻名は仮称）の３専攻からなる理工学府を設置します。自らの専門

分野以外の分野の科学技術にも目を向ける進取の精神に富み、高い倫理観とグローバルに

活躍するために必要な国際的に通用する知識と能力において理学と工学の両方のセンスを

兼ね備えた理工系人材を育成することにより、ものづくりを中心とした産業を更に強化・

発展させます。 

既存の５専攻を改編し、新たに人工環境専攻、自然環境専攻、情報環境専攻（※専攻名は

仮称）の３専攻を設置します。環境と情報を基軸に分野横断的領域および文理融合分野の

教育をより一層強化することで､個々の専門分野に特化した知識や技能を備えつつも分野

を越えたコミュニケーション力をもった人材を育成し､安心・安全な持続可能社会の実現に

貢献できる高度専門職業人を輩出していきます。 

 
 
 

 

 

設置認可申請中 

理工学府

（仮称） 

環境情報学府 



 
 

 
 
 
 
 

横浜国立大学 
〒240-8501 神奈川県横浜市保土ケ谷区常盤台 79-1 

理工学府（仮称）について 

平成 30 年度 4 月、本学大学院工学府（入学定員 M 322 名、D 41 名）を廃止し、大学院理工学府 

（入学定員 M362 名、 D41 名）を設置します。 
 

 
 

■ 新設する学府・専攻 

横浜国立大学大学院理工学府（Graduate School of Engineering Science） 

機械・材料・海洋系工学専攻（Department of Mechanical Engineering, Materials Science, and Ocean Engineering） 

化学・生命系理工学専攻  （Department of Chemistry and Life Science） 

数物・電子情報系理工学専攻（Department of Mathematics, Physics, Electrical Engineering and Computer Science） 

■ 学位の名称 

修士（工学）Master of Engineering、修士（理学）Master of Science， 
博士（工学）Doctor of Engineering、博士（理学）Doctor of Science 

■ 設置の背景と理念 

〔1〕社会的背景 

我が国における製造業の国際的卓越性は、従来から生産現場における生産性の質と量の優位性に大きく依

拠してきましたが、これら従来型の産業構造に、特にイノベーションによる産業力の更なる強化・発展が強

く求められています。近年、産業振興が著しい情報通信技術、バイオテクノロジー、ナノテクノロジー、グ

リーンテクノロジーなどの先端技術に関わる分野では、これまで産業の発展を支えてきた工学に加えて、理

学に立脚し、理学を包含した新たな理工学の技術的取り組みが必須になりつつあります。本学が位置する横

浜・神奈川には、最先端の公的研究所や民間企業等が数多く存在し、各産業分野からイノベーションの創出

を担う人材育成への強い期待が本学に寄せられています。 

〔2〕理念および目的 

理工学府では、継承すべきものづくりの根幹的科学技術の更なる発展に貢献するとともに、Society 5.0

などから予見される、これからのものづくりにおいても中心的、先導的に貢献できる人材の育成を目的とし、

次の役割とミッションを担います。 

国際的に通用する知識と能力を身につけ，現代及び未来の産業社会において高度専門職業人として創造的に活

躍できる技術者・研究者を、基盤的学術に関する幅広い教育と先端的科学技術の研究活動を通して育成する。 

■ 設置の効果 

実践的学術の国際拠点を目指す本学の理工系大学院の基幹をなす理工学府において、自らの専門分野以外

の分野の科学技術にも目を向ける進取の精神に富み、高い倫理観とグローバルに活躍するために必要な国際

的に通用する知識と能力において理学と工学の両方のセンスを兼ね備えた理工系人材を育成することによ

り、ものづくりを中心とした産業を更に強化・発展させます。 

※理工学府（仮称）の設置は予定であり、

変更する場合があります。 

設置認可申請中 

システム統合工学専攻（Ｍ101 名、Ｄ13 名） 
            学位：工学、学術 

機能発現工学専攻（Ｍ99 名、Ｄ12 名） 

               学位：工学、学術 
物理情報工学専攻（Ｍ122 名、Ｄ16 名） 

               学位：工学、学術 

機械・材料・海洋系工学専攻（Ｍ109 名、Ｄ11 名） 

            学位：工学 
化学・生命系理工学専攻（Ｍ107 名、Ｄ12 名） 

            学位：工学、理学 

数物・電子情報系理工学専攻（Ｍ146 名、Ｄ18 名） 

            学位：工学、理学 

平成 30 年度 

〈工学府の専攻と入学定員〉 〈理工学府の専攻と入学定員〉 

博士課程前期(Ｍ)322 名、博士課程後期(Ｄ)41 名 博士課程前期(Ｍ)362 名、博士課程後期(Ｄ)41 名 



Society 5.0を⽀える理⼯学府⼤学院⽣「理のセンスを持った⼯の⼈材・⼯のセンス
を持った理の⼈材」の育成 〜 イノベーション新時代に不可⽋な情報系科⽬修得を理⼯学府

共通科⽬に、情報技術に裏打ちされた予⾒される「これからのものづくり」への全学的な機能強化 〜

全学に波及させる情報教育

社会からの要請要請・理⼯学府への⼤学院改組の必要性必要性 改⾰⽅針改⾰⽅針・・取組内容取組内容 育成する⼈材像育成する⼈材像
アドミッションポリシー・カリキュラムポリシー・ディプロマポリシーアドミッションポリシー・カリキュラムポリシー・ディプロマポリシー

従来型 づくり 変⾰ 請 改⾰⽅針改⾰⽅針 アドミ シ ンポリシアドミ シ ンポリシ

設置認可申請中

従来型ものづくりからの変⾰の要請

価格と⽣産性の質と量の優位性に依存

⽇本の製造業の国際的卓越性

●従来型ものづくり
改⾰⽅針改⾰⽅針

・理学と⼯学の両⽅のセンスを兼ね備えた理⼯系⼈
材を育成。
・イノベーションの創出と発展を担う創造性豊かな⾼
度専⾨職業⼈およびそのリ ダ ⼈材の育成

アドミッションポリシーアドミッションポリシー

理⼯系⼈材の基盤となる数理科学数理科学・・情報技術情報技術、
ならびに⾃らの分野における⾼い専⾨能⼒と倫理性
を⾝に付け、イノベーションによる産業⼒の強化・発
展を⽬的とし ものづくり技術の継承ものづくり技術の継承・・発展発展および予予⽇本の製造業の国際的卓越性

●予⾒されるものづくり
情報通信技術、バイオテクノロジー、ナノテクノロ
ジー等の先端技術関連分野はこれまで中⼼的で
あった⼯学に加えて サイエンスをベ スとしたイノサイエンスをベ スとしたイノ

度専⾨職業⼈およびそのリーダー⼈材の育成。
取組取組内容内容

・理学系、情報系、⼯学系、実務系科⽬群からなる
理⼯学府共通科⽬（科⽬ナンバリングによる修得
性 向上） 構築

展を⽬的とし、ものづくり技術の継承ものづくり技術の継承・・発展発展および予予
⾒されるこれからのものづくり⾒されるこれからのものづくりに貢献できる⾼い意欲⾼い意欲
をもった⼈をもった⼈を求める。

カリキュラムポリシーカリキュラムポリシー
あった⼯学に加えて、サイエンスをベースとしたイノサイエンスをベースとしたイノ
ベーション型産業ベーション型産業に移⾏。

IoT、ビッグデータ、AI、ロボット

オンデマンド、カスタム化、情報化されたものづくり

性の向上）の構築。
・多様な学位取得プログラム︓⼯学（TEDプログラ
ム、PEDプログラム)、理学（PSDプログラム、 理学
プログラム)。
・情報技術分野でphysical layer physical layer からから fogfog

理⼯学府共通科⽬（理学系、情報系情報系、⼯学系、
実務系科⽬）＋ 理⼯学府専⾨科⽬ ＋ 英語英語
による講義実施による講義実施 新しいアイデアを世界に発
信できるグローバル理⼯系⼈材グローバル理⼯系⼈材として活躍できる⼒
量を醸成するカリキュラムオンデマンド、カスタム化、情報化されたものづくり

第四次産業⾰命第四次産業⾰命

⼤学院改組の必要性

●⼆本柱

layerlayer までカバーできる組織構築までカバーできる組織構築
量を醸成するカリキュラム

ディプロマポリシーディプロマポリシー

●博⼠課程前期
・専⾨知識と能⼒を⾝につけている●⼆本柱

・・ものづくりの根幹的科学技術の継承・発展ものづくりの根幹的科学技術の継承・発展
・・予⾒されるこれからのものづくりについての対応予⾒されるこれからのものづくりについての対応

⼤学院でそれぞれが専攻する学問を⾼いレベルで
修得することが基本

・専⾨知識と能⼒を⾝につけている。
・グローバルコミュニケーション能⼒を⾝に付けている。
・数理科学・情報技術を⾃らの専⾨分野に適⽤で
きる。
・研究理解能⼒を⾝に付けている。
●博⼠課程後期

第三期中期計画との関連性

修得することが基本。
加えて、数理科学・数理科学・情報技術情報技術の基礎的素養の修
得が不可⽋。

●博⼠課程後期
・テーマ探索能⼒とグローバルリーダーとなり得る能⼒を
⾝に付けている。

※ 理工学府（仮称）の設置は予定であり、変更する場合があります。
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環境情報学府リニューアル！ 

 

■ 目的 

 近年、「環境」における安心・安全に国民の関心が集まっています。都市や産業プラントなどに安心・安全を

確保するための対策や、自然環境の維持・回復など地球規模の問題解決に関わる人材が求められています。 

その一方で、近年の情報技術の発展によって、私たちは「情報」が作り上げる環境の中で生きています。そ

の環境における安心・安全を担保する情報セキュリティに加え、IoT、AI、ビッグデータ解析などを発展させ

て超スマート社会 Society 5.0 を構築するためには、数理科学やデータサイエンスに精通した人材の育成が急

務であるとされています。 

このような人材ニーズに応えるために、環境情報学府は以下のようにリニューアルします。 

■ 概要 

 環境情報学府は、環境と情報を基軸として学際的な文理融合・異分野融合の視点から教育研究を行い、安心・

安全な持続可能社会の創生に貢献する人材育成を行ってきました。このポリシーは変わりませんが、これまで

の５専攻を以下の３専攻に再編成し、新たな教育プログラムを実施します。 

 

〈現在の専攻と入学定員〉                〈組織改編後の専攻と入学定員〉 

 博士課程前期(Ｍ)173 名、博士課程後期(Ｄ)48 名      博士課程前期(Ｍ)173 名、博士課程後期(Ｄ)33 名 

 

学府共通科目として「環境情報リテラシー科目」、「環境情報ジェネリックスキル科目」を置き、以下のよう

な人材を養成します。 

 環境や社会に配慮し、情報技術を活用して、科学技術のイノベーション創出に貢献できる人材 

 個々の専門分野にとどまらず、分野を越えたコミュニケーションの行える人材 

その一方で、専攻ごとに専門的な知識と技能を備えた人材を育成します。 

 

設置認可申請中 

※環境情報学府の組織改編は予定であり、

変更する場合があります。 

環境生命学専攻（Ｍ40 名、Ｄ12 名） 

環境システム学専攻（Ｍ40 名、Ｄ10 名） 

情報メディア環境学専攻（Ｍ45 名、Ｄ12 名） 

環境イノベーションマネジメント専攻（Ｍ11 名、Ｄ5 名）

環境リスクマネジメント専攻（Ｍ37 名、Ｄ9名） 

人工環境専攻（Ｍ75 名、Ｄ15 名） 

自然環境専攻（Ｍ33 名、Ｄ6名） 

情報環境専攻（Ｍ65 名、Ｄ12 名） 

平成 30 年度 
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■ 新たな専攻の人材育成像 
 

人工環境専攻  

ヒトとモノが作る環境の安心・安全を目指して、科学技術の社会 

実装における課題を発見し、解決に導ける人材を育成します。 

【 教 育 分 野 】安全工学、環境化学、技術経営学、 

経済学、環境学 

 【取得可能学位】修士（工学）、修士（環境学）、修士（学術） 

    博士（工学）、博士（環境学）、博士（学術） 
 
自然環境専攻  

生態系や地球環境の保全のために、人間社会との関わりを視野に 

入れて問題解決を図れる人材を育成します。 

 【 教 育 分 野 】地球科学、生命科学、生態学、 

生態リスク学、環境科学、環境法学 

 【取得可能学位】修士（環境学）、修士（理学）、修士（学術） 

    博士（環境学）、博士（理学）、博士（学術） 
 

情報環境専攻  

数理科学や情報学の手法によって蓄積されたデータを解析し、社 

会的価値を創造することのできる人材を育成します。 

【 教 育 分 野 】情報学、数理情報学、数学、計算力学、 

理論言語学、数理社会学 

  【取得可能学位】修士（情報学）、修士（理学）、修士（学術） 

     博士（情報学）、博士（理学）、博士（学術） 

 

■期待される効果 

組織改編後のカリキュラムによって、個々の専門分野に精通しながらも、環境と情報を基軸に学際的な文理

融合の視点を持った実践的な人材が育成され、縦割りになりがちな社会の横串となって活躍する人材を輩出す

ることになります。したがって、本学府の修了生は、取得の学位から想定される業種はもとより、多くの分野

に進出し、以下のような職種に就くことが期待されます。 

 人工環境専攻 安心・安全なシステム構築や管理に関わる職種 

 自然環境専攻 環境保全のためのリスク評価や資源開発に関わる職種 

 情報環境専攻 先端的な情報技術の開発やデータ解析に関わる職種 

設置認可申請中 

※環境情報学府の組織改編は予定であり、

変更する場合があります。 
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